
 

 

 

弊社は、2001 年創業の広告代理店であり、2006 年から札幌市内の小学校で毎月 10 万

部の無料配布をスタートさせた子ども情報環境紙「エコチル」は 2021年 1月現在で、北

海道全域・東京都・横浜市の約 2,200 校の公立小学校と札幌市内の中学・高等学校で、

毎月 78万部を子どもに提供しています。 

 

弊社が主催、（一社）北海道開発技術センターとの共催により、子どもが公共交通につ

いて学び・考える機会が重要との考えのもと、平成 24年度から現在まで継続的に、札幌

市内の小学生を対象とした「みんなで考える公共交通アイデアコンテスト」を実施して

きました。 

 

本取組みの発端としては、札幌市がモビリティ・マネジメント教育を全市的展開する

ために、平成 23年度から「札幌らしい交通環境学習プロジェクト」が始まり、私が検討

委員会に参画させていただきました。そこで、モビリティ・マネジメント教育と出会い、

その理念や取組みが弊社の経営理念から生まれたエコチル事業への思いでもある「エコ

ロジーなチルドレンをたくさん育みたい」に合致する部分が多く、民間企業として、ま

た、コミュニケーションビジネスを強みとする私の立場で、どんな貢献ができるかを考

えて取組み始めたのが公共交通アイデアコンテストでありました。 

平成 24･25年度については、「小学生子ども作文コンクール」を実施し、100～200作品

の応募をいただいたところですが、平成 26年度以降は子供たちがより取組みやすい内容

とするために、「公共交通の魅力向上アイデア募集」として、作品を募集し、札幌市から

市長賞、札幌市交通局から地下鉄賞、札幌市交通事業振興公社から路面電車賞、民間の

交通事業者から各企業の賞、さらに、令和元年度から SDGs賞も新たに加わり、現在では、

全８賞の選定を行い、さっぽろ雪まつりの雪像の上で、表彰式を行ってきました。 

また、作品の応募数についても、小学校全体で取り組んでいただくような状況もあり、

最大で 1,135作品と平成 24年度のスタート当初では想定できないぐらいの応募をいただ

いております。 

 

 令和 2 年度は新型コロナウイルスの影響により、さっぽろ雪まつりの開催が見送りと

なってしまいましたが、「環境広場さっぽろ」というオンラインイベントでの受賞者発表

を実施したところであります。 

 

 今後は本取組みを継続するとともに、子どもたちのアイデアを実現することを目標に、

関係の皆様と連携させていただけると嬉しく思います。 

交通環境学習（モビリティ・マネジメント教育）メールマガジン 第３８号（２０２１.０１.２０）  
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▲応募作品数の推移 

 

▲募集記事（エコチル 2020年 11月号） 

  


